
この資料は，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。

コード 教材名 判型 頁数 色数 本体価格 定価（税込） 付属品

38244 改訂版 NEW ACTION LEGEND　数学Ⅰ＋Ａ A5 676 3 2,136 2,350 解答編（608 頁）改訂

2026年度用内容解説資料改訂版

高校教育部　〒 114-8524　東京都北区堀船 2-17-1
　　　　　　Tel：03-5390-7320　Fax：03-5390-7520

ホームページ　 https://www.tokyo-shoseki.co.jp
東書 E ネット　 https://ten.tokyo-shoseki.co.jp

● 教師用データ
紙面データ（PDF），演習ノートデータ（Word，PDF），
問題・解答のデータ（Word）などを弊社 Web サイト
からダウンロードしてご利用いただけます。

NEW ACTION LEGEND シリーズの Libry版 販売予定！

Ⅰ＋ A
例題・練習・問題 各 319 題
探究例題（コラム） 24 題
チャレンジ（コラム） 16 題
本質を問う 69 題
Let's Try! 117 題
思考の戦略編　例題・練習・問題 各 13 題
入試攻略 80 題
合計 1,302 題

● 問題数

A6954

● �生徒自身のタブレットやスマートフォンで，
　 インターネット上のコンテンツをご利用できます。
● �コンテンツが用意されている各ページに二次元コード

があるので，スムーズにアクセスできます。

■主なコンテンツ
◼解説動画
　全例題（本文の例題，巻末の戦略例題）はもちろん，
　コラムの一部に解説動画をご用意しました。

◼デジタルコンテンツ 
　シミュレーションコンテンツを通して，視覚的に理解できます。
◼思考のプロセス
　節末「Let’s Try!」や巻末「入試攻略」の全問題の
　思考のプロセスをご覧になれます。（→パンフレット p.3）
◼デジタル公式集
　重要公式についてまとめ，その証明についても載せました。
　定理の証明問題への対策としても利用できます。

解説アニメーションもあります。

8「アクションコンテンツ」 〜生徒自ら考察を深める
Pick Up

講師が画面に登場するタイプの
解説動画なので，
生徒も安心して学習できます。

デジタルの充実特長３

■ 1「思考のプロセス」「プロセスワード」 	 p.2 ～ 3

■ 2「思考の戦略編」 	 p.4

■ 3「特講」 	 p.5

■ 4「まとめ」 	 p.5

　　　

解説動画数 約2.7倍
改訂版 346点（予定） ⬅ 旧本 130点

Point

　 「2 次関数の最大・最小〔3〕…軸に定数を含む」
　 Ⅰ＋ A p.142

　 「2 次関数の最大・最小〔5〕…区間に定数を含む（2）」
　 Ⅰ＋ A p.148 例題集，解答編 付き

● 本編と同じサイズで収納しやすい「例題集」
● 丁寧で詳しい「解答編」

“難関大入試に
必要な「思考力」が

身につく”を

さらにバージョンアップ

■
8 �「アクションコンテンツ」（解説動画，

　　 デジタルコンテンツ，思考のプロセス）など 	  p.8

■ 5「コラム」「よりよい答案」「探究例題」 	 p.6

■ 6「本質を問う」	 p.7

■ 7 統計分野の充実  	 p.7

新時代の入試問題への対応特長２

合否を分ける入試問題への対応特長１

デジタルの充実特長３
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107 区間内で定符号である２次式
　-2E xE1 を満たすすべての xについて，2次不等式 x2-2ax+a+2>0

　が成り立つような定数 aの値の範囲を求めよ。

条件の言い換え

区間内で常に であるときは，最小値 とせよ

例題 105と似ているが，条件が少し違う。

において

より上側にある。が

区間がある

（区間があるから，判別式だけでは考えられない）

例題 107… を満たす xで
例題 105…（区間のない）すべての xで)

x2 1E E-

f x 02] g
f x 02] g

条件
x2 1E E-

においてx2 1E E- の最小値が正y=

y=
y
x

0のグラフ
軸
=] g

f x 00 22] g

c c mm

1-2
軸との交点は無関係

(最小値)>0なら
区間内で常に正

f (x) = x2-2ax+a+2 とおくと
f (x) = (x-a)2-a2+a+2 y= f (x) のグラフは，軸

が直線 x=a の下に凸の
放物線である。

-2E xE 1 を満たすすべての xに対して f (x)> 0 とな
るための条件は，-2E xE 1 における f (x)の最小値 m
が m> 0 となることである。
ア例題

�� a <-2 のとき 軸が区間の左，中，右に
ある場合に分けて最小値
を求める（例題 72参照）。

f (x)は x=-2 のとき最小となるから
m= f (-2) = 5a+6> 0 より

a >-
6
5

これは a <-2 を満たさないから，不適。
イ -2E aE 1 のとき
f (x)は x= a のとき最小となるから
m= f (a) =-a2+a+2> 0 より

a2-a-2< 0

(a+1)(a-2)< 0-1< a < 2

-2E aE 1 であるから -1< aE 1

ウ 1< a のとき
f (x)は x=1 のとき最小となるから
m= f (1) =-a+3> 0 より a < 3

1< a であるから 1< a < 3

ア～ウより，求める aの値の範囲は
-1< a< 3

107 3E xE 5 を満たすすべての xについて，2次不等式 x2-2ax+2a+4> 0 が
成り立つような定数 aの値の範囲を求めよ。

199
➡p.226 問題107
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11 ▶▶解答編 p.255

① iABCの 3つの内角EA，EB，ECの大きさをそれぞれ A，B，C とするとき，
sinA　：　sinB　：　sinC =2　：　3　：　4 であり，AB= 2 とする。このとき，BC= ア で
あり，CA= イ である。cosA，cosB，cosC の値のうち最大値は ウ であり，
sinA，sinB，sinC の値のうちの最大値は エ である。 （関西学院大 改）

◀例題142, 143

② 次の条件を満たすとき，iABCはどのような三角形であるか。
⑴ sinA+cosA=1 （宮城教育大）
⑵ sinC(cosA+cosB) = sinA+sinB （東京理科大 改）

◀例題147

③ iABCにおいて AB= 2，AC= 1 とする。EBACの二等分線と辺 BCの交点
を Dとする。AD=BD となるとき，iABCの面積を求めよ。 （京都大）

◀例題151, 152

④ 半径 R の円周上に点 A，B，C，Dがこの順で反時計回りに並んでいる。線分 AB，
AC，BC，CDの長さはそれぞれ 1，

√
5，

√
2，2である。次の問に答えよ。

⑴ cosB を求めよ。ここで，B はEABCを表す。
⑵ 円の半径 R を求めよ。
⑶ cosD を求めよ。ここで，D はEADCを表す。
⑷ 線分 ADの長さを求めよ。 （東京都立大）

◀例題153, 154

⑤ 球面 S 上に 4点 A，B，C，Dがあり，3点 A，B，Cを通る円の中心を Pとすると，
線分 DPはこの円に垂直である。さらに，AB=2，AC=3，AD=4，BC=

√
7

であるとき，次の値を求めよ。
⑴ iABCの面積 ⑵ APの長さ
⑶ 四面体 ABCDの体積 ⑷ 球 S の半径 ◀例題140, 148, 157

⑥ 水平な地面に 1本の塔が垂直に建っている。塔の先端を Pとし，足元の地点を H
とする。また，Hを通らない 1本の道が一直線に延びている。道の途中に 3地点
A，B，Cがこの順にあり，BC= 2AB を満たしている。以下の問に答えよ。
⑴ 2AH

2
-3BH

2
+CH

2
=6AB

2 が成り立つことを示せ。
⑵ A，B，Cから Pを見上げた角度EPAH，EPBH，EPCHはそれぞれ 45%，
60%，30%であった。AB= 100 のとき，塔の高さ PHを求めよ。
⑶ ⑵において，Hと道との距離を求めよ。 （神戸大 改）

◀例題156
295
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EPS: L633

�章 ２次関数 ▶▶解答編 p.545

18 aを正の定数とする。関数 y= x2-2ax+1 について，次の問に答えよ。
⑴ この関数のグラフの頂点 Pの座標を求めよ。
⑵ この関数のグラフを x軸方向に-2，y 軸方向に 3だけ平行移動した放物線
が原点 (0，0)を通るとき，aの値を求めよ。
⑶ この関数の 0E xE 2 における最小値を求めよ。
⑷ この関数の 0E xE 2 における最大値と最小値の和が 0であるとき，aの値
を求めよ。 （東北学院大）

19 関数 f (x) = ;2-;x;;，g(x) = ;2- f (x); を考える。
⑴ 方程式 f (x) = 0 を解け。
⑵ 方程式 f (x) = 1 の解の個数を求めよ。
⑶ aを正の定数とする。方程式 f (x) = a が，ちょうど 2個の解をもつような
aの範囲を求めよ。

⑷ 方程式 g(x) = 0 の解の個数を求めよ。
⑸ 方程式 g(x) = 2 の最小の解を求めよ。
⑹ aを正の定数とする。方程式 g(x) = a の解の個数の最大値を求めよ。
⑺ 2つのグラフ y= f (x)，y= g(x) と 2直線 x=-6，x=6 で囲まれた図
形の面積を求めよ。 （東海大）

20 mを実数とする。xの関数 f (x) = x2+3x+m の mE xEm+2 における最
小値を gとおく。次の問に答えよ。

⑴ m>-
3
2
のとき，gを mを用いて表せ。

⑵ mE-
3
2
のとき，gを mを用いて表せ。

⑶ mの値がすべての実数を変化するとき，gの最小値を求めよ。 （岐阜大）

21 関数 y=(x2+2x)2+2a(x2+2x)+b について，最小値は-4であり，x=1 の
とき y=0 である。このとき，次の問に答えよ。
⑴ x2+2xがとり得る値の範囲を求めよ。
⑵ 定数 a，bの値を求めよ。 （大阪学院大）
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◀例題 142

与えられた条件から，大小関係は

正弦定理の式

段階的に考える

3つの辺の長さが求まると，余弦定理が使える。定理の利用

見方を変える

定理の利用

最大角（辺）は，最大辺（角）の対角（辺）を考えよ

a b c

sin sin sin
sin sin sin

sin sin sin

cos cos cos

cos

A
a

B
b

C
c

R A B C a b c

A B C

A B C

2 | | | |= = = =

=

A B C+ + +

〰〰〰〰〰

コサインの最大

（比例定数）R2#

8LE1A_lttp_4_11_1.eps

◀例題 153，154

⑵

問題文で与えられる条件が多いので，図に表しながら整理する。

⑶　四角形 ABCDは円に内接している。

⑷　線分 ADを辺に含む と角

逆向きに考える

図をかく

定理が使えそう。
求めるものは，円の半径 R

前問の結果の利用

の角 のサインと辺 に着目する。i

に対して 定理を適用する。i

円に内接する四角形は，（対角の和） を使え180= c

1
A

B

C D2

  2

  5

8LE1A_lttp_4_11_4.eps

◀例題 152

（後半）

，

与えられている条件を図に加える。

このとき，

x，i（の三角比）を知りたい。

とおく。

とおく。

公式の利用

未知のものを文字でおく

図で考える

の面積は

角の二等分線の長さは，余弦定理または三角形の面積を利用せよ

ABCi

2つの三角形 と

sin

x

2
1

AD BD

B BAD DAC DC

: ::

+ + +

i

= =

= = =

=

i に

で計算できる。

定理を適用する。i

どの角で適用するか

8LE1A_lttp_4_11_3.eps

◀例題 157

⑶

⑷　点 Pは 3点 A，B，Cを通る円の中心
球面 S上の 3点

は 3辺の長さが与えられている。⑴

前問の結果の利用

既知の問題に帰着

四面体 ABCDの体積を
求めたい。

空間図形は，対称面の切り口を考えよ

例題 150の要領と同じ。
ABC

ADP

i

を底面として考える。高さは？ABCi

i

線分 DPが使えそう。

球 Sの中心を Oとすると，線分 OPは平面 ABCに垂直

を含む切り口で考える。

ADPi を含む切り口で考える。

次元を下げる

図で考える
3点 O，P，Dは同じ直線上に並ぶ。
⑶と同様に， A

O
C

B
P

D

8LE1A_lttp_4_11_5.eps

◀例題 156

⑵ 3点 A，B，Cからの仰角が
与えられている。

AH，BH，CH，ABを含む図形はどこにあるか。⑴

基準を定める

図を分ける

長さ，高さの測量は，正弦定理・余弦定理を使える三角形を探せ

正弦定理か余弦定理を使えそうか。
共通して利用できそうな角はあるか。

⑶ Hと道との距離求めるものの言い換え
共通して利用できる辺 を含む三角形に着目する。

Hから道に
下ろした の長さ

の面積i 2通りの方法
で表してみる。

A
B

C

P

H

8LE1A_lttp_4_11_6.eps

◀例題 147三角形の形状決定は，辺だけの関係式に変形せよ

⑴

⑵　与えられているのは，サインとコサインに関する条件

公式の利用

辺に関する条件に書き換える。条件の言い換え

相互関係 が使える。
与えられているのは と についての等式

sin cos

sin cos

A A

A A

12 2+ =

分かりにくい。

8LE1A_lttp_4_11_2.eps

既知の問題に帰着

◀例題 5式に共通な部分があれば，１つのものとみて考えよ

◀例題 76文字を置き換えたときは，その文字のとり得る値の範囲を考えよ

が繰り返し登場することに着目をして考える。

最小値は
⑵

x x22+

（xの 4次式）
xはすべての実数をとる

（tの 2次式）
tの範囲

y= y=

の値域t x x22= +

とx x t22+ =
置き換える

◀例題 69２次関数の最大・最小は，軸と区間の位置関係を考えよ

y t at b t a a b2

4

2 2 2= + + = + - +

-

] g
軸が区間内かどうかで場合を分けて考える。

8LE1A_nktp_3_21.eps

場合に分ける

◀例題 74２次関数の最大・最小は，軸と区間の位置関係を考えよ

軸が区間内かどうか考える。最小値
場合分けの境界を考える。
mの値が大きくなるほど，区間の全体が右側へ動くことから，

区間 が文字を含む。

mを変数とみて，mの関数 gの最小値を求める。
⑶　条件「mの値がすべての実数を変化するとき」

m x m 2E E +

mm+2

幅 2

8LE1A_nktp_3_20.eps

場合に分ける

◀例題 64，65放物線の平行移動・対称移動は，頂点と放物線の向きに注意せよ

◀例題 69２次関数の最大・最小は，軸と区間の位置関係を考えよ

⑷　⑶から
（最小値）

のとき

（最大値）
同様に

aの値によって，最小値と最大値の組はどう変わる？

x軸方向に
y軸方向に 3

⑵

頂点
の係数 1

e o
x2 x2

求めるグラフ

頂点
の係数

e o

y x ax

a a y

2 1

1

2

2，

= -
2-

+

- + =
] g

と表される。

a

a

01

1

E
=

]
]

g
のときg

)

のときa

a

01

1

E
=

]
]

g
のときg

)

0
a

0
a
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問題の言い換え

◀例題 118

◀例題 117絶対値を含む関数のグラフは，場合分けか折り返しを利用してかけ

⑶　方程式

より，

⑹ のグラフの形は？

のグラフは右の図の通り。

のとき

のとき

が，ちょうど 2個の（実数）解をもつ
のグラフと直線 がちょうど 2個共有点をもつ

の実数解は， と のグラフの共有点を調べよy f x y kf x k = ==] ]g g

f x a

y f x y a

=

= =

]
]
g
g

y x

f x

x x

x x

y f x x

y g x 2

2
2 0

2 0

2

1

F
= - =

-

+

= = -

= = -]

]

]

]
]

g

g

g

g
g

)

-2 2

2

-2
2

2

y10の部分

-2 2

2
-2 2

-2
-2 2

2
-4 4

-2 2

2

-4 4

y軸方向に 2 部分を
折り返す

x軸対称
y f x y f x

y f x

y f x2 2

=

=- = - = -

]

] ] ]

g

g g g

のグラフy x2= - のグラフ

y f x= ] g y 01

8LE1A_nktp_3_19.eps

サンプル サンプル
サンプル

● �すべての例題に，解決に至るまでの考え方  思考のプロセス  を明示しました。
● ��多くの例題に共通する数学的思考法を  プロセスワード  として挙げることで，
　 生徒にそれらを意識させ，その後の問題解決において活用を促します。
● �既習例題との対比や試行錯誤の過程などを図解で示すことで，生徒に強く印象づけます。

● �難易度が高い節末・巻末問題だからこそ，分からないときにすぐに解答を見るのではなく，
　「思考のプロセス」で解決の見通しの立て方を習慣づける絶好の機会です。

■思考力も，知識・技能も
● �思考力だけでなく，知識・技能も重要です。だからこそ，本書では
　 本文や解答・解説の記述を丁寧にしています。
● �また，解法の急所となるポイントを Action として明示しているため，解答を模範解答例として，
　 まずは問題が解けることに重点をおくことも可能です。

 プロセスワード  で思考法を整理していきます。
例えば，「条件の言い換え」では，
本例題は２次関数の分野ですが，
分野を横断し，右のような様々な場面で
接する機会を設けています。

（「条件の言い換え」掲載例題の一例）
例題 36　 　　の計算	 （数と式）
例題 49　 命題の否定	 （集合と論証）
例題 133  三角比を含む不等式〔1〕	（図形と計量）
例題 162  箱ひげ図からの読み取り 	（データの分析）
例題 218  組合せと確率	 （場合の数と確率）
例題 266  円に内接する四角形	 （図形の性質）
例題 298  除法の性質〔1〕	 （整数の性質）

　　　　　　　で串刺して思考法をとらえる

改訂版では，節末問題「Let’s Try!」や巻末問題「入試攻略」にも
思考のプロセスを新設しました。（専用 WEBサイトに掲載）

　Ⅰ＋ A p.199

　Ⅰ＋ A p.295　Let’s Try! 11

　アクションコンテンツサイト
　思考のプロセス

　アクションコンテンツサイト
　思考のプロセス

　Ⅰ＋ A p.633　入試攻略 3 章

先生方の板書や指導の工夫など
を参考に，その解答を記述する
ための見通しを立てられるよう
に構成しています。
また，解法の指針を直接記述する
ことは避けるようにしています。

デジタルのよさを生かし，
考え方をより豊富に載せました。

New

　　　
 思考のプロセス 

 掲載数 ＋200か所
（旧本との比較）

Point

合否を分ける入試問題への対応特長１

1「思考のプロセス」〜数学的思考力の土台をつくる

 プロセスワード  の例
「条件の言い換え」，「既知の問題に帰着」，「具体的に考える」，「場合に分ける」，「候補を絞り込む」，…

二次元コードから
アクセスできます。

…
2 3
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EPS: L586

41 特講「不定方程式」のまとめ
例題 304～313で様々な不定方程式を学習しました。式は似て
いるのに，いろいろな解法があって頭が整理できません。

例題はたくさんありましたが，思考のプロセスや を振り返ると，次の 3つの考
え方が何度も出てきました。

Ⓐ ( )( ) = (整数) の形に変形して，約数の性質を利用する。
Ⓑ 範囲の条件から，解の候補を絞り込む。
Ⓒ 2元 1次不定方程式 ax+by= c の解法

それでは，Ⓐ，Ⓑ，Ⓒの考え方で，例題 304～313をまとめてみましょう。
特に，⑵と⑶や⑹と⑺の式が似ています。

次の方程式を満たす x，y（または x，y，z）の組を求めよ。
⑴ xy+3x-4y=17 ⬅例題 304

⑵ x2-y2=75 （x，y は自然数） ⬅例題 305⑴

⑶ x2+y2=34 （x，y は自然数） ⬅例題 305⑵

⑷ x+2y+4z=10（xF 0，yF 0，zF 0） ⬅例題 307

⑸ 1
x
+
1
y
+
1
z
=1（0< xE yE z） ⬅例題 308

⑹ 6x2+xy-2y2-5x+6y-20= 0 ⬅例題 309

⑺ 3x2-2xy+2y2-4x+5y+2= 0 ⬅例題 310

⑻ 3x+5y=43 ⬅例題 311

1 ⑴～⑶，⑹，⑺のように 2次以上の不定方程式を考えるときは，まずは，
Ⓐのように ( )( ) = (整数) の形にできないか

と考えてみます。
このとき，⑴のように，文字を含む部分について因数分解の形をつくっておいて，定
数項で調整することがあります。
⑴ xy+3x-4y=17 ⇨ (x-4)(y+3)+12= 17 より (x-4)(y+3)= 5

⑵ x2-y2=75 ⇨ (x+y)(x-y) = 75
⑶ x2+y2=34 ⇨ ( )( ) = (整数) の形にできない

特に，⑹，⑺については，
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8 逆向きに考える（求値問題）

iABCにおいて，頂点 Aから直線 BCに下ろした垂線の長さは 1，頂点 B
から直線 CAに下ろした垂線の長さは

√
2，頂点 Cから直線 ABに下ろし

た垂線の長さは 2である。このとき，iABCの面積 S と内接円の半径 r
を求めよ。 （千葉大 改）

２辺とその間の角や３辺が分かるときは，余弦定理を用いよ ◀例題 141

逆向きに考える

垂線の長さが与えられているから，

より求めたい。

三角形のいずれか 1辺の長さが求まればよい。
例えば，ABを含む関係式はどのようなものがあるか？
ABを辺にもつ直角三角形に着目すると

の値が求まればよい。cosBの値でもよい。
は 3辺の長さの比から求めることができる。（例題 142）

ABC
2
1 底辺 高さ# #i =

sin

cos

sin

sin cosB

B

B

B B

1

1

AB

2 2

=

+ =

1 2

2

A

B CS
2
1

BC 1
2
1

CA 2
2
1

AB 2$ $ $ $ $ $= = =

AB= c，BC= a，CA= b とすると

S =
1
2
:a:1=

1
2
:b:

√
2 =

1
2
:c:2 …① S =

1
2
#底辺#高さ

これより a=2c，b=
√
2 c …② 余弦定理を用いるために，

3辺の比を考える。
実際のiABCは次の図。

1
22

A

B C

余弦定理により cosB=
c2+4c2-2c2

2:c:2c
=
3
4

sinB> 0 より sinB=

Ą

1-

 

3
4

!2

=

√
7

4

ここで，csinB=1 より

c=
1
sinB

=
4√
7
=
4
√
7

7
1

A
c

B Cよって，①より S =
1
2
:
4
√
7

7
:2=

4
√
7

7

また，②より a=
8√
7
，b= 4

√
2√
7

よって 4
√
7

7
=
1
2
r

0

8√
7
+
4
√
2√
7
+
4√
7

1

S =
1
2
r(a+b+c)

6+2
√
2√

7
r =

4
√
7

7
より r =

2

3+
√
2
=
2
`

3-
√
2
´

7

8 iABCにおいて，B=45%，cosC= 4
5
，BC=7 である。iABCの内接円の

半径を求めよ。 （千葉工業大 改）
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見たこともない問題に初めて出会ったとき，
どのようにして解決の糸口を見つけるか？

そこには，語り継がれる「思考の戦略」がある

1 場合分け
式における場合分け1
図形における場合分け2
場合の数における場合分け3
整数における場合分け（剰余類）4

場合に分ける

場合に分ける

場合に分ける

問題の言い換え

2 動かす・固定する

グラフや範囲を動かす5
定数を変数と見なす・変数を定数と見なす6
多変数関数7

場合に分ける

既知の問題に帰着

見方を変える

見方を変える

前問の結果の利用

3 逆向きに考える 逆向きに考える（求値問題）8
逆向きに考える（証明問題）9

逆向きに考える

逆向きに考える

4 対称性
図形の対称性10
式の対称性11

12 対等性の利用
対等性をくずす13

次元を下げる

既知の問題に帰着

結論の言い換え

既知の問題に帰着

root 2025/07/23 11:16 p.257 レジェンド Ⅰ＋Ａ ［まとめ＋まとめ，����������������，��～�］

4
章

11
図
形
の
計
量

・sinA　：　sinB　：　sinC = a　：　b　：　c
iABCにおいて，外接円の半径を R とすると，正弦定理により

sinA=
a
2R
，sinB= b

2R
，sinC = c

2R

よって sinA　：　sinB　：　sinC = a
2R
　：　b

2R
　：　c

2R
= a　：　b　：　c

2 余弦定理
三角形の辺や角のうち，「3辺と 1角の関係式」をつくるときに用いる。
・余弦定理の証明の概要
a2= b2+c2-2bccosA を，EA，EBが鋭角かどうかによって分けて考える。
ア A< 90%，B< 90%

CH= bsinA

BH= c-bcosA

イ A< 90%，BF 90%

CH= bsinA

BH= bcosA-c

ウ AF 90%，B< 90%

CH= bsin(180%-A) = bsinA

BH= c+bcos(180%-A)

= c-bcosA
ア～ウのいずれの場合でも

a2=BC
2
=CH

2
+BH

2
= (bsinA)2+(c-bcosA)2

= b2(sin2A+cos2A)+c2-2bccosA

= b2+c2-2bccosA

上の式で，a" b，b" c，c" a，A" B とすると
b2= c2+a2-2cacosB

さらに，b" c，c" a，a" b，B"C とすると
c2= a2+b2-2abcosC

余弦定理を証明する問題は，京都教育大学（2007年），福島大学（2009年），上智大学
（2012年），愛媛大学（2015年 AO），筑波大学（2019年推薦），中部大学（2020年）の入
試で出題されている（福島大学，中部大学は鈍角三角形の場合のみ，愛媛大学は鋭角三角
形の場合のみ）。

3 三角形の面積
2辺とその間の角のサインから求める公式である。
・三角形の面積公式の証明

S =
1
2
bcsinA を示す。　〰〰〰〰〰〰〰〰〰EAが鋭角でない場

　〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰合についても考える必要がある。
右の図において，AB= c，CH= bsinA より

S =
1
2
:AB:CH=

1
2
bcsinA

H

三角形の面積公式を証明する問題は，北海道教育大学（2016年）の入試で出題されている。
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・sinA　：　sinB　：　sinC = a　：　b　：　c
iABCにおいて，外接円の半径を R とすると，正弦定理により

sinA=
a
2R
，sinB= b

2R
，sinC = c

2R

よって sinA　：　sinB　：　sinC = a
2R
　：　b

2R
　：　c

2R
= a　：　b　：　c

2 余弦定理
三角形の辺や角のうち，「3辺と 1角の関係式」をつくるときに用いる。
・余弦定理の証明の概要
a2= b2+c2-2bccosA を，EA，EBが鋭角かどうかによって分けて考える。
ア A< 90%，B< 90%

CH= bsinA

BH= c-bcosA

イ A< 90%，BF 90%

CH= bsinA

BH= bcosA-c

ウ AF 90%，B< 90%

CH= bsin(180%-A) = bsinA

BH= c+bcos(180%-A)

= c-bcosA
ア～ウのいずれの場合でも

a2=BC
2
=CH

2
+BH

2
= (bsinA)2+(c-bcosA)2

= b2(sin2A+cos2A)+c2-2bccosA

= b2+c2-2bccosA

上の式で，a" b，b" c，c" a，A" B とすると
b2= c2+a2-2cacosB

さらに，b" c，c" a，a" b，B"C とすると
c2= a2+b2-2abcosC

余弦定理を証明する問題は，京都教育大学（2007年），福島大学（2009年），上智大学
（2012年），愛媛大学（2015年 AO），筑波大学（2019年推薦），中部大学（2020年）の入
試で出題されている（福島大学，中部大学は鈍角三角形の場合のみ，愛媛大学は鋭角三角
形の場合のみ）。

3 三角形の面積
2辺とその間の角のサインから求める公式である。
・三角形の面積公式の証明

S =
1
2
bcsinA を示す。　〰〰〰〰〰〰〰〰〰EAが鋭角でない場

　〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰合についても考える必要がある。
右の図において，AB= c，CH= bsinA より

S =
1
2
:AB:CH=

1
2
bcsinA

H

三角形の面積公式を証明する問題は，北海道教育大学（2016年）の入試で出題されている。
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3 逆向きに考える

どうして，そのような解答を考えついたのか？
「考える順序」と「解答の記述の順序」
2つの順序の違いが分かると，
問題解決に別の視点が見えてくる

ある場所で友人と待ち合わせをするとき，家を出る時刻をどのように決めるだろうか。
家
（10分）

A駅
（20分）

B駅（乗り換え）
（13分）

C駅
（ 8分）

待ち合わせ場所
12:00

家を出る時刻を，例えば 11:00にしてはどうか，11:30ではどうか，と試行錯誤するの
ではなく，待ち合わせの時刻　12:00から逆算して決める人が多いのではないだろうか。
実は，数学の問題でも同じように，「与えられた条件から順々に考えていく」のではな
く，「求めるものから遡って考える」ことによって，解決の糸口を見つけることも多い。
ここでは，次の 2つに分けて「逆向きに考える」について学習しよう。

1 求値問題 2 証明問題

1 求値問題

例えば，例題 150「三角形の内接円の半径」では，次の問題を扱った。

iABCにおいて，a=9，b=8，c=5 のとき，次の値を求めよ。
⑴ cosA ⑵ iABCの面積 S ⑷ iABCの内接円の半径 r

今後このような問題に直面するときには，必ずしも⑴，⑵のような誘導がついている
とは限らない。すなわち，3辺の長さの条件から，誘導なしにiABCの内接円の半径
r を求めなければならないこともある。このとき，解答の方針を立てるには
「内接円の半径 r を求めるためには，何が分かればよいだろう？」

⇨「S= 1
2
r(a+b+c) であり，3辺の長さ a，b，cは与えられているから，iABCの

面積 S が分かれば r が求まる。」
⇨「S を求めるためには，何が分かればよいだろう？」

⇨「S= 1
2
bcsinA であり，b，cは与えられているから，sinAの値が分かればよい。」

⇨「sinAの値を求めるためには，何が分かればよいだろう？」
⇨「 3辺の長さしか与えられていないから，正弦定理は使えない。余弦定理から cosA

を求めて，sin2A+cos2A=1 を利用すればよい。」
と，求めるものから遡って考える。その方針をもとに，解答を書くときには，
cosA⇨ sinA⇨iABCの面積 S ⇨内接円の半径 r の順に記述していくことになる。
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▶▶解答編 p.519

1 xについての不等式 a(a-1)x2+(1-2a)x+1< 0 を解け。

2 円 Oの円周上に異なる 2点 P，Qがある。また，円 Oの円周上に ⌒PM=⌒QM と
なる点Mを，弦 PQ上に PN=QN となる点 Nをとる。弦 PQの長さを 2a，
点Mを含む弧 PQの長さを 2b，線分MNの長さを cとするとき，点Mを含む

弧 PQと弦 PQで囲まれた図形の面積 S は，S= a2

2c
(b-a)+

c
2
(b+a) で表さ

れることを示せ。

3 0，1，2，3，4の 5個の数字の中から重複を許して，3個取り出し 3桁の整数を
つくるとき，次のような数の個数を求めよ。
⑴ 各位の数字のうち，ちょうど 2個が同じ数字
⑵ 6の倍数 （駿河台大 改）

4 2以上の自然数 nに対し，nと n2+2がともに素数となるような nの値をすべ
て求めよ。 （京都大 改）

5 aを実数の定数とする。関数 f (x)= x;x-2a; の 0E xE 1 における最大値
を M (a)とおく。
⑴ M (a)を求めよ。
⑵ aの値が変化するとき，M (a)の最小値を求めよ。

6 a，b，cは実数とする。次の命題が成立するための，aと cが満たすべき必要十
分条件を求めよ。
命題：すべての実数 bに対して，ある実数 xが不等式 ax2+bx+c < 0 を満たす。

（京都大 改）

7 P = x2+2xy+2y2-4x+2y-1 とする。
⑴ x，y が実数全体を自由に動くとき，P の最小値，およびそのときの x，y
の値を求めよ。
⑵ xF 0，yF 0 のとき，P の最小値，およびそのときの x，y の値を求めよ。
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8 AB= 15，BC= 13，CA= 14 であるiABCについて
⑴ iABCの外接円の半径 R と内接円の半径 r を求めよ。
⑵ iABCの外心と内心の距離を求めよ。 （明治大 改）

9 BCは円 Oの弦で，その長さは a，また Aはこの円の周上の動点とする。この
ようなiABCにおいて，頂点 A，B，Cから対辺に下ろした垂線の長さをそれ

ぞれ，h，k，l とするとき， kl
h
は一定であることを証明せよ。 （京都大）

10 半径 r の球面上に 4点 A，B，C，Dがある。四面体 ABCDの各辺の長さは，
AB=

√
3，AC=AD=BC=BD=CD= 2 を満たしている。このとき r の

値を求めよ。 （東京大）

11 連立方程式
8

x2+y2-6x-6y+4xy=-8

x+y-xy=2
を解け。 （釧路公立大 改）

12 四面体 OABCは次の 2つの条件
ⅰ OA= BC，OB=AC，OC=AB ⅱ 4つの面の面積がすべて等しい
を満たしている。このとき，この四面体は正四面体であることを示せ。（京都大）

13 自然数 l，m，nが l+m+n=10 を満たすとき，f (l，m，n)= 1
l
+
1
m
+
1
n

の最大値と最小値を求めよ。 （お茶の水女子大）

629

● �入試演習の重要テーマを「特講」としてまとめました。
● �生徒に学習の軽重を示し，入試演習の際にも集中して学習できます。
  　 ①対比する特講 
  　式や条件は似ているが，解法が異なる問題を集め，解法を対比しながら解説することによって，定着を図ります。
  　例．「区間や軸に定数を含む最大・最小」（p.142 〜），「不定方程式」（ p.574 〜）など
  　 ②集中する特講 
  　教科書での扱いは薄いが重要なテーマを，定義などの説明と例題でまとめています。
  　例．「２次方程式の解の存在範囲」（p.202 〜），「ガウス記号」（p.221 〜）など
● �「特講のまとめ」では，それまでの例題の考え方を振り返り，統合してまとめます。

3「特講」〜学習の選択と集中

「特講」の一覧は，本編の
目次ページ（p.2）をご覧
ください。

　Ⅰ＋ A p.586　特講  「不定方程式」のまとめ

合否を分ける入試問題への対応特長１

● �難関大の合否を分ける重要な考え方を解説した「思考の戦略編」を巻末に設けました。
● �本編の例題や  プロセスワード  と関連させて解説することで，章の内容を超えた問題のつながりを
　 生徒に理解させるとともに，入試への対応力をさらに引き上げます。

2「思考の戦略編」〜分野を越えて効果的な思考法

戦略例題→練習→問題，と本編と同じ構成で，
使いやすくなっています。
融合・総合問題としてもお使いになれます。

そのテーマを日常の場面で説明することで，
生徒にその思考法を認識させます。
これらの Strategy は，数学はもちろん，
他教科や日常生活でも使えます。

本編の例題を複数振り返り，様々な問題で
その思考法が用いられてきたことを紹介します。

本編同様の
丁寧な解説

Ⅰ＋ A 　テーマ一覧 ● �「まとめ」に，基本事項をさらに深める概要を設けました。

■4「まとめ」 〜知りたい情報や伝えたい情報が豊富

　Ⅰ＋ A p.257

定理・公式の証明や用語の説明の大学入試での出題状況を
　　　　　　で紹介し，証明の大切さを伝えるようにしました。

　Ⅰ＋Ａ p.616 　Ⅰ＋Ａ p.618

　Ⅰ＋ A p.629

4 5
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28 仮説検定の考え方
　仮説検定の考え方と基本的な流れ
仮説検定は，検討したい主張が正しいかどうかをデータから判断するための方法です。
仮説検定の基本的な流れを，例題 174に即して詳しく見ていきましょう。

①　帰無仮説 H0 と対立仮説 H1 を立てる

�

�

� �

� �

①帰無仮説 H0 と対立仮説 H1 を立
てる

② H0 のもとで，起こったこと以上
に極端なことが起こる確率 pを求
める

③確率 p と 5%との大小を比較する

p が 5%未満 p が 5%以上

H0 は誤っている
と判断する

H0 は誤っている
と判断すること
はできない

H1 は正しいと判
断する

H1 は正しいと判
断することはで
きない

「品種改良は効果があった」という主張を検討したい
ので，その主張が成り立たないとする仮説 H0 として
「品種改良は効果がなかった」という仮説を立てます。
この仮説 H0 を帰無仮説といいます。それに対し，もと
の検討したい主張を対立仮説といい，H1 で表します。

②　H0 のもとで，起こったこと以上に極端なことが起
　こる確率 pを求める

仮説 H0 のもとでは，果実が基準値より多く採れる確
率は 50%のままです。この仮説のもとで，10本中 9
本以上で基準値より果実が多く採れる確率 P を計算
します。これにより，仮説 H0 のもとで，基準値より
果実が多く採れたのが 9本であるというデータがどの
くらい起こり得ない事象であるかを評価します（下の
ヒストグラム参照）。

③　確率 pと 5%との大小を比較する

5％未満

24.6％

20.5％

11.7％

4.4％

1.0％
0.1％

「9本で基準値より果
実が多く採れた」と
いう事象が，上位 5％
に入るくらい，ほと
んど起こり得ない事
象であるかどうかを
評価する

「10本」は
さらに
めずらしい

コインを 10回投げたときに表が出る回数

確
率

1 2 3 4 5 6 7 8 9 100

0.1

0.2

0.3
確率 pが 5%未満であるならば，仮説
H0 のもとで，基準値より果実が多く採
れたのが 9本であるというデータがほ
とんど起こり得ない事象であると考え
られます。よって，仮説 H0 は誤って
いると判断し（「棄却する」という），
「品種改良は効果があった」と判断し
ます。
確率 pが 5%以上であるならば，仮説
H0 のもとで，基準値より果実が多く採
れたのが 9本であるというデータがほとんど起こり得ない事象であるとは言い切れない
と考えられます。よって，仮説 H0 は誤っていると判断できず，「品種改良は効果があっ
た」と判断することはできません。

　有意水準
上の③で，データがどのくらい起こり得ない事象であるかを判断するために用いた基
準となる確率を，有意水準といいます。仮説検定では，通常，有意水準を 5%と設定し
ますが，5%以外の値に設定されることもあります。
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37 不等式 1E;5-3x;< 4 を解け。

38 次の方程式，不等式を解け。
⑴ 2;3-x;=-x+4 ⑵ 4x-4+;4x-4;E 6x-6

39 方程式 ;3x-20;= ;x-10;+;x+1; を解け。

3 ▶▶解答編 p.54

1 2F 1，1F 1 はそれぞれ正しい不等式か。 ◀p.62 概要1

2 ⑴ 「xについての方程式 ax= b を解け」を太郎さんは「x= b
a
」と答えて誤

りであった。その理由を説明せよ。また，正しい解を述べよ。

⑵ 「xについての不等式 ax > b を解け」を太郎さんは「x > b
a
」と答えて誤り

であった。その理由を説明せよ。また，正しい解を述べよ。 ◀p.63 概要2

3 「A< B かつ A<C」だけでは，A< B<C とはいえないことを説明せよ。ま
た，A] B]C と書いたとき，Aと B とC はすべて異なるといえるか。

◀p.63 概要3

4 例題 35⑵で考えた xの式 ;x+2;+;x-1;は，-2E x < 1 において，一定の
値 3をとる。このことを「数直線」，「距離」という言葉を用いて説明せよ。

◀p.71 例題35
78
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17 次の式を因数分解せよ。
⑴ 4x4-13x2y2+9y4 ⑵ x4+7x2+16

⑶ 4x4-20x2+1 ⑷ a6+4a2

⑸ 9x6-19x4y2+25x2y4

18 次の式を因数分解せよ。
⑴ 8a6+15a3-2

⑵ a5+a2b3-a3b2-b5

19 次の式を因数分解せよ。
(a-b)3+(b-c)3+(c-a)3

1 ▶▶解答編 p.18

1 ⑴ Aが xの 2次式，B が xの 3次式のとき，A+B，AB は xの何次式か。
⑵ Aが xの 2次式，B が xの 2次式のとき，A+B は必ず xの 2次式である
といえるか。 ◀p.16 1～3

2 例えば，2a2b-3ab+a-2b-2の因数分解において，最も次数の低い文字で整理
すると考えやすくなる。その理由を説明せよ。 ◀p.30

3 次の式のうち，対称式，交代式であるものを選べ。また，その理由を説明せよ。
① (x-y)z2+(y- z)x2+(z-x)y2

② a(b-c)2+b(c-a)2+c(a-b)2+8abc

③ (a+b)(b-c)(c-a)

◀p.32
42
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223 白球 6個，赤球 4個，青球 2個が入っている袋から，同時に 3個の球を取り出
すとき，次の確率を求めよ。
⑴ 球の色が少なくとも 2種類ある
⑵ 取り出す球の色が 2種類だけとなる

224 n人でじゃんけんを 1回行うとき，次の確率を求めよ。ただし，nF 4 とする。
⑴ ちょうど 3人が勝つ ⑵ あいこになる

16 ▶▶解答編 p.359

1 「試行」とは何か説明せよ。また，「事象」とは何か説明せよ。 ◀p.408 1

2 「同様に確からしい」とは何か，具体例を挙げて説明せよ。 ◀p.408 1

3 2つの事象 A，B について，P (A,B) = P (A)+P (B) とはならないのはどの
ようなときか，説明せよ。 ◀p.410 3

4 「1個のさいころを投げたとき，1の目が出る確率は 1
6
である。よって，6個のさ

いころを投げたとき，少なくとも 1の目が 1個出る確率は，確率の加法定理によ

り 1
6
+
1
6
+
1
6
+
1
6
+
1
6
+
1
6
= 1 である。」は正しいかどうか述べよ。また，

正しくない場合は，その理由を簡単に説明せよ。 ◀p.410 3

423
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116 方程式 x2=4
˛

˛;x-1;+2x
˛

˛ を解け。

117 次の関数のグラフをかけ。
⑴ y=-x2-2;x-1; ⑵ y=

˛

˛;x2-1;-2
˛

˛

118 kを定数とするとき，x2-3;x;= x-k の異なる実数解の個数を調べよ。

119 不等式 -x2+3x+7F;x-1;+;x-2; を満たす xの値の範囲を求めよ。
（東京学芸大）

120 f (x) = [2x]-[x] とおく。ただし，[x]は xを超えない最大の整数を表す。
⑴ 関数 y= f (x)（0E x < 2）のグラフをかけ。
⑵ 方程式 f (x) =mx が 0E x < 2 の範囲で異なる 3つの解をもつように定
数 mの値の範囲を定めよ。

121 次の方程式を解け。ただし，[x]は xを超えない最大の整数を表す。

⑴ [x]2-6[x]+9= 0 ⑵ [x2+6x-4]= 10x ⑶ [x] =

"

1
2
x-1

#

122 等式
"

a
2

#

+

"

2a
3

#

= a を満たす最大の整数 aを求めよ。ただし，実数 xに対

して，[x]は x以下の最大の整数を表す。 （早稲田大）

9 ▶▶解答編 p.197

1 「 2次不等式 x2-a2E 0 を解け」を太郎さんは「-aE xE a」と答えて誤りで
あった。その理由を説明せよ。また，正しい解を述べよ。 ◀p.189 概要1

2 「 2次不等式 a(x-a)(x-b)< 0 の解は，a< x < b である」は常に正しいかど
うか述べよ。また，正しくない場合は，a，a，b についてどのような条件がある
とき正しくなるか述べよ。 ◀p.189 概要1

228
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176 A，Bの 2つのチームがある競技の試合を 6回行うことになった。Aチームは
これらの試合の戦績によって，リーグの昇進がかかっているため，何としても
Bチームより実力が上であることを示したいと考えている。Aチームは 6回の
試合のうち何回以上 Bチームに勝利することで，Bチームより実力が上である
ことを示せるか。次の場合について，仮説検定の考え方を用いて考察せよ。
⑴ 基準となる確率を 10%とするとき ⑵ 基準となる確率を 20%とするとき

13 ▶▶解答編 p.290

1 変量 x，y のデータを A，変量 x，zのデータを Bとする。データ Aの相関係数
が 0.25，データ Bの相関係数が 0.75である。データ Aとデータ Bそれぞれの散
布図を作成したとき，データ Bの点の分布はデータ Aの点の分布と比べてどの
ような特徴があるか簡潔に説明せよ。ただし，外れ値はないとする。 ◀p.325 概要1

2 ⑴ ある変量 xと y の相関係数が 0.8であるとき，このことのみから，xと y に
正の強い相関関係があるといってよいか。
⑵ ある変量 xと y の相関係数がほぼ 0であるとき，このことのみから，xと y
は無関係であるといってよいか。 ◀p.324 1

3 囲碁部に所属している生徒の数学の成績を調査したところ，囲碁を始めてからの
年数と数学の成績に正の相関関係が見られた。このことから，「囲碁をすると数
学の成績が上がる」といえるか。 ◀p.332 例題173⑴
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root 2025/07/23 11:16 p.340 レジェンド Ⅰ＋Ａ ［例題，����������������，��～�］

175 仮説検定の考え方〔2〕

10本に 3本の割合で当たりくじが含まれていると公表されているくじがあ
る。このくじを 20本引いたところ，当たりくじが 1本出た。この結果か
ら，このくじは公表されているより当たりくじの含まれる割合が小さいと
判断できるか。次の場合について考察せよ。なお，判断には，30%の確率
で当たりが出るくじを 20本引くことを 200回実験したときに，n本当たり
が出る回数が下の表のようになることを用いてもよい。また，一度引いた
くじはそのたびに戻すものとする。
n 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15～
回数 1 2 7 15 24 46 29 35 22 9 6 2 1 1 0 0

⑴ 基準となる確率を　5%とするとき ⑵ 基準となる確率を　1%とするとき

目標の言い換え

①　「当たりくじの含まれる割合が 30％より小さいか」を判断するとき，「割合が 30％で
を立てる。ある」という仮説

のもとで 20本中当たりくじが

仮説検定は，ある事象が偶然起こると仮定して求めた確率をもとに判断せよ ◀例題 174

② ③⑴

⑵

確率 pと 5％とでは
どちらが大きい？; E仮説

1本以下である確率 pは？; E
③ 確率 pと 1％とでは
どちらが大きい？; E

H0

H0

「当たりくじの含まれる割合が 30%である」とする帰無仮
説を立てる。この帰無仮説のもとで，このくじを 20本引
いたときに当たりくじが 1本以下である確率は，表より 当たりくじを引く本数が

1本以下となる確率を考
える。

1
200
+
2
200
=
3
200
= 0.015

である。
⑴ 基準となる確率を 5%とするとき，　0.015< 0.05 であ
るから，帰無仮説は誤っていると判断できる。
したがって，このくじは公表されているより当たりくじ
の含まれる割合が小さいと判断できる。

⑵ 基準となる確率を 1%とするとき，　0.015> 0.01 であ
るから，帰無仮説は誤っていると判断できない。

帰無仮説は誤っていると
判断できないとき，「当た
りくじの含まれる割合が
小さくないと判断できる」
とするのは誤りである。

したがって，このくじは公表されているより当たりくじ
の含まれる割合が小さいと判断できない。

175例題 175において，別のくじを引いたところ，当たりくじが 13本出た。この
結果から，このくじは公表されているより当たりくじの含まれる割合が大きい
と判断できるか。次の場合について考察せよ。
⑴ 基準となる確率を 5%とするとき ⑵ 基準となる確率を 1%とするとき

340
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12 グラフを利用して分かりやすい答案を作成する
よりよい答案②

数学の答案では，グラフを適切に，そして効果的に用いることで，分かりやすい答案を
作成することができます。

１．グラフをかくときの注意点
⑴ 座標軸

(-2, 3)
(2, 3)

例題 76 解答の図 例題 66 解答の図

正の方向を表す「矢印」と原点を表す
アルファベット大文字「O」（Originの
頭文字）をかきます。そして，その軸
が何の文字の値を表しているかを明ら
かにしましょう。いつも横軸が x軸，
縦軸が y 軸であるとは限らず，例題 76
では，縦軸が t となっています。
また，xに比べて y の値の変化が著し
く大きいグラフなどでは，横軸と縦軸の比率を変えてグラフをかくこともあります。例
題 66では，縦軸の値の変化が横軸に比べて大きいことから縦軸を縮小して表しています。

⑵ 定義域・端点

含む

定義域内

含まない

図 1 図 2

2

(-2,-1)

1

定義域内の部分は実線で，定義域外の
部分は破線でかくとよいでしょう。
また，数直線のときと同様に，端点を
含む場合は•，端点を含まない場合は
◦で表しましょう。（図 1）

⑶ 点の座標
点の座標は，点から座標軸に垂線を下ろし，座標軸のそばに座標の値をかき入れる方法
と，括弧を用いて座標を表して点のそばにかき入れる方法とがあります。（図 2）

⑷ グラフの形状
1次関数のグラフは直線です。しかし，多くの試験では定規を使うことはできません。
フリーハンドでも，図 3のように通過する点（y 切片など）を意識して丁寧にかくよう
に注意しましょう。図 4のように，通過する点の情報が不完全であったり，グラフが曲
線に見えたりするグラフは不適切です。
また，2次関数のグラフは放物線です。放物線の性質を踏まえて，図 5のようにならな
いように注意しましょう。

-4

-3

-1

y= x-11
2

-4

y= x-11
2

とがっている

ひろがっている

左右対称でない

図 3 1次関数のグラフ

の適切な例

図 4 1次関数のグラフ

の不適切な例

図 5 2次関数のグラフの不適切な例
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11 相関と因果，偽相関
日常へ活用する

2つの変量の間に，ともなって変化する傾向が見られるとき，それらの変量には相関が
あるといいます。相関がある 2つの変量を見出すことは，データの傾向を把握する上で
とても大切です。ここでは，次の問題を考えてみましょう。

14 相関関係から原因と結果の関係が分かる？
右の図は，都道府県別の警察官の法
定配置人数と刑法犯認知数の関係を
表した散布図である。これらの 2つ
の変量の相関係数を計算すると，そ
の値は 0.936であった。この結果か
ら，警察官の配置人数を増やすこと
が，刑法犯認知数の増加をもたらす
といってよいだろうか。

警察官の法定配置人数

（人）

刑
法
犯
認
知
数

（人）0 10000 20000 30000 40000
0

20000

40000

60000

80000

100000

（令和 6 年版警察白書より作成）

具体的に考える 見方を変える

警察官の配置人数を増やす（減らす）
直接の因果関係があるとする。

因果関係の検証は，いろいろな を考えよ
刑法犯認知数は増加（減少）？

もし，警察官の配置人数を増やすことが直接，刑法犯認知数の増加につながるとする
ならば，警察官の配置人数を減らすことが刑法犯認知数の減少につながることになる。
しかし，現実的には，むしろ警察官の存在によって，一定の刑法犯の抑止効果がある
と考える方が自然である。したがって，警察官の配置人数を増やすことが，刑法犯
認知数の増加をもたらす直接の原因になっているとは考えにくい。

次に，警察官の法定配置人数と刑法犯認知数の両方に影響を与える　第三の要因がある可
能性を考えてみましょう。警察官の法定配置人数は警察法によって定められ，概ね都道
府県の人口に応じて決められています。また，刑法犯についても，人口が集中している
都市部の方が多く発生し，認知されることが考えられます。
以上のことから，警察官の法定配置人数と刑法犯認知数は，ともに都道府県別人口とい
う第三の要因に影響を受け，その結果として，強い正の相関を示していると考えられま
す。次の表は，都道府県別人口と警察官の法定配置人数，刑法犯認知数の相関係数です。

警察官の法定配置人数 刑法犯認知数
都道府県別人口 0.952 0.969

このように，別の要因（右図の C）によって，2つの変量（右図の
Aと B）の間に因果関係があるように見える現象を，偽相関（ま
たは，疑似相関）といいます。他に，次のような偽相関の例があ
ります。

C

B

A

相関

因果

因果

・アイスクリームの売上高（A）と熱中症の発生数（B）← 最高気温（C）に影響される
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● �生徒が苦手とする統計分野の内容を充実させました。
● 特に統計的な推測は，数学が得意な生徒であっても，つまずきが見られます。
　 そのため，数学Ⅰ＋ A では，仮説検定の考え方を中心に充実を図り，共通テストへの万全な対策は
　 もちろん，数学 B の統計にスムーズにつなげられるようにしました。

● �数学の急所をとらえ，理解の質を高める「本質を問う」を節末に設けました。
● �「定義を理解できているか」「なぜその性質が成り立つのか」「なぜその性質を利用するのか」を
　 考えさせる，例題とは異なる形式にしました。
● 公式の暗記では解けない問題に取り組むことで，節の内容の理解をより確かなものにします。

■7  統計分野の充実 〜これなら生徒も理解できる

6「本質を問う」 〜公式や解法の暗記からの限界突破

　Ⅰ＋ A p.339

　Ⅰ＋ A p.78「数と式」 　Ⅰ＋ A p.42「数と式」

　Ⅰ＋ A p.423「場合の数と確率」
　Ⅰ＋ A p.228「2 次関数」

　Ⅰ＋ A p.344「データの分析」

　Ⅰ＋ A p.340

新傾向の入試問題も意識しており，
定期テストの問題のご参考にもしていただけます。

Pick Up

● �「コラム」をさらに充実させました。
● �解法の比較，解法や性質の様々な見方，定理

の別証明，性質の一般化といった題材を多数
扱いました。

● �コラムは 2 種類あり，生徒の理解度に応じた主体的な学習ができます。
　 　　　　  …既習内容の理解を深めたり，例題間のつながりを整理したりするコラム
　 　　　　  …レベルの高い内容や解法を学習するコラム

5「コラム」「よりよい答案」「探究例題」
　  〜深め，繋げ，高める

巻末「答案作成で注意すること」
「答案を振り返る」と合わせて
活用すると，より効果的です。

　Ⅰ＋ A p.154

　Ⅰ＋ A p.331

「よりよい答案①〜④」コラムを
新設しました。
●答案をかく上での基本的なポイント
●グラフの効果的な用い方
●「思考のプロセス」と答案の関連
などを扱い，説得力のある答案をかく力を育てます。

コラムの中で，見方・考え方をより
広げられるものには，探究例題を設けました。
本編の例題と同じように思考のプロセスも
示しました。

 から 　　　　　　　へ読むコラム 使うコラム

コラムの一部には，解説動画を
設けました。自学自習でも理解が
一層深められます。

　　　
 コラム 

 掲載数 ＋12か所
（旧本との比較）

Point

New

「コラム」の一覧は，
本編の目次ページ（p.3）を
ご覧ください。

新時代の入試問題への対応特長２

New

さらに

数学Ⅰ＋ A の
「仮説検定の考え方」
でこそ扱っておきたい
内容を取り上げました
ので，時間が足りない
場合でも安心して
お使いいただけます。
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38244 改訂版 NEW ACTION LEGEND　数学Ⅰ＋Ａ A5 676 3 2,136 2,350 解答編（608 頁）改訂
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● 教師用データ
紙面データ（PDF），演習ノートデータ（Word，PDF），
問題・解答のデータ（Word）などを弊社 Web サイト
からダウンロードしてご利用いただけます。

NEW ACTION LEGEND シリーズの Libry版 販売予定！

Ⅰ＋ A
例題・練習・問題 各 319 題
探究例題（コラム） 24 題
チャレンジ（コラム） 16 題
本質を問う 69 題
Let's Try! 117 題
思考の戦略編　例題・練習・問題 各 13 題
入試攻略 80 題
合計 1,302 題

● 問題数

A6954

● �生徒自身のタブレットやスマートフォンで，
　 インターネット上のコンテンツをご利用できます。
● �コンテンツが用意されている各ページに二次元コード

があるので，スムーズにアクセスできます。

■主なコンテンツ
◼解説動画
　全例題（本文の例題，巻末の戦略例題）はもちろん，
　コラムの一部に解説動画をご用意しました。

◼デジタルコンテンツ 
　シミュレーションコンテンツを通して，視覚的に理解できます。
◼思考のプロセス
　節末「Let’s Try!」や巻末「入試攻略」の全問題の
　思考のプロセスをご覧になれます。（→パンフレット p.3）
◼デジタル公式集
　重要公式についてまとめ，その証明についても載せました。
　定理の証明問題への対策としても利用できます。

解説アニメーションもあります。

8「アクションコンテンツ」 〜生徒自ら考察を深める
Pick Up

講師が画面に登場するタイプの
解説動画なので，
生徒も安心して学習できます。

デジタルの充実特長３

■ 1「思考のプロセス」「プロセスワード」 	 p.2 ～ 3

■ 2「思考の戦略編」 	 p.4

■ 3「特講」 	 p.5

■ 4「まとめ」 	 p.5

　　　

解説動画数 約2.7倍
改訂版 346点（予定） ⬅ 旧本 130点

Point

　 「2 次関数の最大・最小〔3〕…軸に定数を含む」
　 Ⅰ＋ A p.142

　 「2 次関数の最大・最小〔5〕…区間に定数を含む（2）」
　 Ⅰ＋ A p.148 例題集，解答編 付き

● 本編と同じサイズで収納しやすい「例題集」
● 丁寧で詳しい「解答編」

“難関大入試に
必要な「思考力」が

身につく”を

さらにバージョンアップ

■
8 �「アクションコンテンツ」（解説動画，

　　 デジタルコンテンツ，思考のプロセス）など 	  p.8

■ 5「コラム」「よりよい答案」「探究例題」 	 p.6

■ 6「本質を問う」	 p.7

■ 7 統計分野の充実  	 p.7

新時代の入試問題への対応特長２

合否を分ける入試問題への対応特長１

デジタルの充実特長３
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